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1.自己紹介
• 名前：宮原 治代(みやはらはるよ)
• 出身地：佐賀県三養基郡基山町
• 九州産業大学芸術学部デザイン学科空間デザイン専攻
• 初海外はタイ。大学２年時
• 卒業後２０年間福岡で会社員＊海外に行きまくる
• 青年海外協力隊2018年度9次隊バヌアツ派遣／コミュニティ開発：
ユースセンターアートクラス配属、子供たちにアートを教える)

• 帰国後、Webデザインを学ぶ。
• 2020年10月～2023年9月
丸森町地域おこし協力隊（耕野地区）
＆ザンビア丸森プロジェクト国内調整員



２．ザンビアだけじゃない！
丸森の地域おこし

河北新報 2023年9月13日付 朝刊





50年前、農業機械などが無い
中で手しごとの農業をしてき
た。その時の技術が今でも役
に立っている。

言葉は通じなくても、農業を通
じて会話ができた。

ザンビアと農業を通じ
た交流で、丸森も育っ
たと思う。

プロジェクトは農業以外でも、
国境や人種を分けない社会づ
くりに貢献した。

アフリカは遠い世界の
出来事だったが、少し
身近な話題となった。

今まで、地区を超えての交流は少な
かったが、プロジェクトの交流会な
どで別の地区の農家とも知り合うこ
とができた。丸森の一体感を感じた。

#町民の声

地域を何とかしよう、という思
いは万国共通。ザンビアの農家
が熱心に学ぶ姿を見て、私たち
も原点に立ち返り、地域を見直
し、また元気をもらえる。



自分たちの生活を見直すきっかけになった。

町外から様々な人が来るようになった。

丸森町がオリンピックホストタウンとなった。

町長がザンビア大統領と安倍首相の晩餐会に招待された。

#地域おこし
のひとつ



ザンビアへの支援と丸森の地域おこしは
つながっている！



#学生スタディツアー
in ザンビア



#ザンビアクラブ
舘矢間小

PROJECT



３．これから



＃海外（ザンビア）と丸森をつなぐ

モノ

ヒト

ü 外国人労働者を派遣する。
ü スタディツアー
ü ホームステイ
ü 子供たちの国際交流
ü 研修先として受け入れ

ü 共同開発品をブランディング。
ü 丸森特産品を海外へ。
ü ザンビア特産品を丸森へ。



ご清聴ありがとうございました

ザンビアフェス2025
3/20(木祝)～3/23(日)
不動尊クラインガルテン


